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                                                                                1 家計の金融行動に関する世論調査 に見る家計の資産選択 宮本佐知子 要約 1. 金融広報中央委員会が 29 年 1 月 23 日 家計の金融行動に関する世論調査 の平成 21 年調査結果を発表した これは全国の世帯における金融資産や金融行動に関する考え方を調査するもので 昭和 28 年から長期にわたって実施されており 設問も 35 項目にわたるユニークな内容であるため 家計の資産選択を考える上で参考になる点が多い 2. まず 金融資産の状況であるが 家計が保有する金融資産額 は 全世帯 でも 貯蓄を保有する世帯 のみに限っても減少しており 特に退職期と資産構成見直しの時期が重なる 6 歳代で貯蓄額が減った世帯が多かった 貯蓄が減った理由には 景気や金融市場低迷の影響が反映されており 家計の資産構成では預貯金や保険の割合が高まっている なお 貯蓄を保有していない世帯は全体の約 2 割であり この比率は数年来 高止まっている 3. 次に 金融商品や金融機関の選択については 金融商品を選択する時に最も重視されているのは 元本が保証されているから であるが 選択理由を 安全性 流動性 収益性 に大別すると 安全性 へのこだわりはやや薄れてきた一方 流動性 がより重視されるようになっている 家計の貯蓄目的が 病気や不時の災害への備え 老後の生活資金 が最も多く 特に後者( 老後の生活資金 ) が増加傾向にあることが このような姿勢につながっていると考えられる また 元本割れを経験する家計が増えているものの これに対して多くは自己責任であると捉えている ただし リスク商品そのものに対しては慎重な姿勢が強まっている 4. 老後の生活や年金 遺産に対する考え方については 老後の生活への不安が高まっており 調査開始以来 最多となった 貯蓄不足や 年金 保険が不十分であることが大きな理由である 特に 世帯主年齢が 6 歳未満の世帯 では 老後の生活への不安が一層高まっている 老後の生活費の収入源としては 公的年金を挙げる人が最も多いが 公的年金 企業年金だけでは日常生活費程度もカバーできないと考える人が最も多く 別途資金が必要と考えられている 一方 子供に財産を残してやりたいと考える人は全体の約 7 割を占めており 資産計画では相続が大きな役割を果たすことが示唆されている 1
2 Ⅰ. 家計が保有する金融資産の状況 金融広報中央委員会が 29 年 1 月 23 日 家計の金融行動に関する世論調査 の平成 21 年調査結果を発表した これは全国の世帯における金融資産や金融行動に関する考え方を調査するもので 昭和 28 年から毎年実施 公表されているものである この調査は長期にわたって実施されており 設問も 35 項目にわたるユニークな内容であるため 家計の資産選択を考える上で参考になる点が多い 1 まず家計が保有する金融資産の状況であるが 金融資産額は 全世帯 平均で 1124 万円 貯蓄を保有する世帯 のみに限ると 1478 万円であり いずれも 2 年連続で減少した ( 図表 1) 貯蓄を保有する世帯 の中央値は 8 万円であった 貯蓄を保有する世帯 のうち 前年に比べて貯蓄が減った世帯 は 44% であり 昨年よりも 2.1%pt 増加した 前年に比べて貯蓄が減った世帯 の割合を世代別に見ると 6 歳代では 5.9% の世帯が貯蓄を減らしており この割合は他の世代に比べて多い わが国では一般に 6 歳代は 退職期を迎えることに加えて 自らの資産構成を大きく見直しリスク資産比率を高める世代でもあるが この世代への影響が最も大きいとの結果となった 前年に比べて貯蓄が減った世帯 での貯蓄減少割合は 平均約 3 割であった 貯蓄が減った理由については 定例的な収入が減ったので貯蓄を取り崩したから が 56.1% と最も多い また 株式 債券価格の低下により これらの評価額が減少したから との答えも 19.% と 前年からの増加幅が 6%pt と最も多く 景気や金融市場低迷の影響が色濃く反映された回答となっている 貯蓄を保有する世帯 の金融商品内訳を見ると 預貯金が 55.1%( 定期預金は 35.9%) と最大項目であり 預貯金割合は 2 年連続で増加した ( 図表 1) また生命保険や損害保険 個人年金保険の割合も増加している これに対し 有価証券の割合は低下しており 中でも株式と投資信託の割合は低下が続いている 貯蓄を保有していない世帯 は全体の 22.2% であり この比率はここ数年来 高止まっている ( 図表 2) 年収階層別に 貯蓄を保有していない世帯 の割合を見ると 収入がない世帯 では 43.3% 年収 3 万円未満の世帯 では 37.4% 年収 3~5 万円未満の世帯 では 2.3% となっている また 貯蓄を保有していない世帯 のうち 銀行 郵貯銀行などの預貯金口座 または証券会社等の口座を保有していない世帯 は 12.% であるが この割合は 2 年連続で低下している 1 本稿では 二人以上の世帯 の調査結果をまとめている 調査依頼方法は 全国 5 の調査地点で無作為に抽出した調査対象に対し 調査員が調査票を持参して調査目的などを説明の上で記入を依頼し 3 回訪問して連絡が取れなかった先には郵送で調査票を送付し調査を依頼した 回収方法は 依頼訪問できた世帯については調査員による訪問または郵送の選択式 郵送により依頼した世帯については全て郵送で回収した 標本数 8 世帯 ( 回収率 5.3%) 調査期間は 29 年 6 月 12 日から同 7 月 21 日 なおこの調査は連続で実施されているものの 標本設計や調査方法の変更のために 2 時点 (23-24 年 年 ) が不連続となっている点に留意されたい 2
3 図表 1 金融資産の保有額と構成比 ( 万円 ) 1,8 1,6 1,4 1,2 1, 貯蓄保有世帯全世帯 金融資産の保有額 ( 世帯別 ) % 金融商品別の構成比 ( 貯蓄保有世帯 ) 6% 5% 4% 3% 2% 預貯金 郵便貯金保険 有価証券 その他 1% % 金融商品別の金額内訳 ( 貯蓄保有世帯 ) ( 万円 ) 預貯金 郵便貯金 保険 有価証券 その他 合計 債券 株式 投資信託 2 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 ( 前年差 ) ( 注 ) 預貯金 は 28 年以降は郵便貯金を含む 3
4 図表 2 貯蓄や口座を保有していない世帯の割合 貯蓄を保有していない割合 口座を保有していない割合 ( 注 ) 口座を保有していない割合 は 貯蓄を保有していないと回答した人のうち 銀行等の預貯金口座 または証券会社等の口座を保有していない人の割合 Ⅱ. 金融商品や金融機関の選択 金融商品を選択する時に最も重視されていることは 元本が保証されているから である ( 図表 3) 次いで 少額でも預入や引出が自由にできるから 取扱金融機関が信用できて安心だから が続く 回答項目を 安全性 流動性 収益性 に大別してトレンドを見ると ピーク時に比べて 安全性 へのこだわりはやや薄れてきた一方 流動性 がより重視されるようになっている 収益性 を最も重視する世帯は 16.6% にとどまっている この背景には 家計の貯蓄目的が 病気や不時の災害への備え 老後の生活資金 が最も多いことや 特に後者 ( 老後の生活資金 ) が増加傾向にあることから 金融商品を選ぶ際にも安全性といざという時の流動性を重視する姿勢につながっていると考えられる ( 図表 4) 金融市場が混乱する中では 元本割れを経験する家計も増えており 元本割れの経験がある世帯割合は 24.5% に増加している ( 図表 5) ただし 元本割れの経験の受け止め方としては 自分の相場予想が外れたのであるから それは仕方がない との回答が 69.3% を占め 次いで 自分が元本割れするリスクをよく理解していなかったのであるから それは仕方がない (16.2%) が挙げられており 総じて元本割れに対しては自己責任であると捉える人が多い 逆に 相場の変動によって元本割れするリスクを金融機関が十分に説明しなかったためだ 著しい誤解を招く広告 勧誘を金融機関から受けたためだ との回答は相対的に少なく 特に後者は 2 年連続で減少している 4
5 図表 3 金融商品を選択する際に重視すること 元本が保証されているから少額でも預け入れや引き出しが自由にできるから取扱金融機関が信用できて安心だから利回りが良いから 現金に換えやすいから その他 将来の値上がりが期待できるから商品内容が理解しやすいから 5 安全性 4 3 流動性 2 収益性 ( 注 ) 下図は上図の主な選択肢を三分類したものでる 安全性 は元本保証と取扱金融機関の信用 流動性 は少額預入 引出の利便性と換金のしやすさ 収益性 は利回りと値上がり期待である 図表 4 貯蓄保有世帯の貯蓄目的 病気や不時の災害への備え老後の生活資金 こどもの教育資金 とくに目的はないが 貯蓄していれば安心住宅の取得または増改築などの資金耐久消費財の購入資金旅行 レジャーの資金 こどもの結婚資金 ( 注 )3 つまで回答可 5
6 図表 5 元本割れ経験の有無 元本割れの経験はない 元本割れの経験がある 自分の相場についての予想が外れたのであるから それは仕方がない自分が元本割れするリスクをよく理解していなかったのであるから それは仕方がない相場の変動によって元本割れするリスクを金融機関が十分に説明しなかったためだ著しい誤解を招く広告 勧誘を金融機関から受けたためだ 図表 6 金融商品の保有希望 < 預貯金 保険 > 預貯金 ( ゆうちょ銀行の貯金を含む ) 郵便貯金 ( 簡保は除く ) 個人年金保険 積立型保険商品 ( 生保 損保 ) < 有価証券 > 株式 公共債 ( 国債など ) 株式投資信託 信託 ( ビッグ ヒットなど ) 公社債投資信託 (MMF など ) 公共債以外の債券 ( 社債など ) ( 注 )1. 回答はいくつでも選択可 2. 預貯金 は 28 年より郵便貯金を含む 3. 積立型保険商品 は 28 年より簡保を含まない ただし リスク商品そのものに対しては慎重な姿勢が強まっている 今後 1~2 年の金融商品の保有希望については 預貯金を挙げる人が増えており 積立型保険商品もやや増えている ( 図表 6) これに対して有価証券は 株式を除けば横ばいまたは小幅減少して 6
7 図表 7 取引金融機関の選択理由 近所に店舗やATMがあるから店舗網が全国的に展開されているからインターネットによるサービス 取引などが充実しているから金融商品の品揃えが豊富で選択の幅が広いからより収益性の高い金融商品を販売しているから各種手数料が他の金融機関より割安だから金融アドバイザーとしての相談窓口が充実しているから経営が健全で信用できるから 勧誘員が熱心で印象が良いからテレビCM ポスター キャラクター商品などの印象が良いから営業時間が長かったり 土日に営業しているから個人向けローンが充実しているからその他 9 年 8 年 ( 注 )3 つまでの複数回答 いる また 元本割れを起こす可能性があるが収益性の高いと見込まれる金融商品 に対しては 積極的に保有しようと思っている (1.9%) 一部保有しようと思っている (13.7%) と 保有を希望する割合は限定的であるのに対し 保有しようとは全く思わない が 82.9% と 2 年連続で増えている 一方 取引金融機関を選ぶ場合 最も多い理由は 近所に店舗や ATM があり便利だから (8.%) であり 次いで 経営が健全で信用できるから (3.7%) 店舗網が全国的に展開されているから (26.%) である ( 図表 7) この順位については この設問が加えられた 1992 年以来変わっていないが ここ数年来の傾向としては 利便性 ( 近所に店舗や ATM があり便利だから と 店舗網が全国的に展開されているから ) が一層重視されるようになっている Ⅲ. 老後の生活や 年金 遺産に対する考え方 老後の生活への不安は高まっている 老後の生活について 心配である ( 非常に心配である と 多少心配である の合計 ) と答えた世帯は 84.3% に達し 調査開始以来 最多となった ( 図表 8) 理由として 十分な貯蓄が無いから (75.6%) 年金や保険が十分でないから (71.7%) が圧倒的に多いのだが 次いで 現在の生活にゆとりがなく 老後に備えて準備 ( 貯蓄など ) していないから が 43.3% と続いている なお昨年急 7
8 図表 8 老後の生活への心配と理由 老後の生活への心配 全世帯 非常に心配である 多少心配である それほど心配していない 6 歳未満の世帯 ( 注 ) 全く心配していない との回答選択肢は以前はあったが現在は設けられていない 老後を心配している世帯の心配理由 ( 全世帯 ) 十分な貯蓄がないから 退職一時金が十分ではないから 年金や保険が十分ではないから 生活の見通しが立たないほど物価が上昇することがあり得ると考えられるから現在の生活にゆとりがなく 老後に備えて準備 ( 貯蓄など ) していないから 再就職などにより収入が得られる見込みがないから 家賃の上昇により生活が苦しくなると見込まれるから マイホームを取得できる見込みがないから こどもなどからの援助が期待できないから その他 9 年 8 年 ( 注 ) 複数回答可 速に高まった 生活の見通しが立たないほど物価が上昇しうる ことへの懸念は 消費者物価が過去最大の下落となる中で 一昨年並へと緩和されている 老後の生活への不安は 世帯主年齢が 6 歳以上の世帯 よりも 世帯主年齢が 6 歳未満の世帯 の方が強い 世帯主年齢が 6 歳未満の世帯 では 老後の生活について 心配である ( 非常に心配である と 多少心配である の合計) と答えた世帯は過去最多の 91.% に達しており 全世帯平均を 6.7%pt 上回っている 老後の生活費については 最低必要な月平均額は 26 万円であった これは現在の物価水準を基準とした回答である また 老後の生活資金として 主に家計を支えている人の 8
9 図表 9 老後の生活費の収入源 全員 (a) 6 歳以上 (b) 差 (b-a) 就業による収入 公的年金 企業年金 個人年金 保険金 貯蓄の取り崩し 利子配当所得 不動産収入 ( 家賃 地代等 ) こどもなどからの援助 その他 ( 注 )3 つまでの複数回答 図表 1 年金ではゆとりがない理由 物価上昇等により費用が増えていくとみているから 25.5 年金が支給される年令が引き上げられるとみているから 24.7 年金が支給される金額が切り下げられるとみているから 56.5 高齢者への医療費用の個人負担が増えるとみているから 35. 高齢者への介護費用の個人負担が増えるとみているから 29.5 その他 7.8 ( 注 )2 つまでの複数回答 年金で老後の必要資金をまかなえるか との問いに対し 不自由なく暮らせる と回答した世帯を除く世帯 ( ゆとりがないと回答した世帯 ) が対象 年金支給時に準備しておけばよい貯蓄残高は最低どれくらいだとお考えですか との問いに対しては 全世帯の平均額は 1971 万円であった 老後の生活費についても 世帯主年齢が 6 歳以上の世帯 よりも 世帯主年齢が 6 歳未満の世帯 の方が慎重である 世帯主年齢が 6 歳未満の世帯 に限ると 必要な月平均額は 25 万円と 全世帯 の平均額よりも低い一方 年金支給時に最低準備しておく貯蓄残高は 239 万円と 全世帯 の平均額よりも逆に高くなっている 老後の生活費の収入源としては 公的年金 や 貯蓄取り崩し 就業による収入 企業年金 個人年金 保険金 が順に多くなっている( 図表 9) ただし 世帯主年齢が 6 歳以上の世帯 では 公的年金 の割合が多い一方 就業による収入 の割合が特に少なくなっている 年金 ( 公的年金 企業年金を含み 個人年金は除く ) で老後の必要資金を賄えるかとの問いに対しては 日常生活費程度もまかなうのが難しい が 49.2% と最も多く 次いで ゆとりはないが 日常生活費程度はまかなえる (45.7%) である 年金でさほど不自由なく暮らせる のは 4.1% のみであり ほとんどの世帯では老後の必要資金を賄うために年金に加えて別途資金が必要と考えている 年金で不自由しないと答えた世帯を除き ゆとりがない世帯 ( 前者二者 ) にその理由を尋ねると 年金が支給される金額が切り下げられるとみているから が最も多くなっている ( 図表 1) 9
10 図表 11 遺産についての考え方 こどもはいるが 自分たちの人生を楽しみたいので 財産を使い切りたい, 15.3% 財産を残すこどもがいないうえ 自分たちの人生を楽しみたいので 財産を使い切りたい, 4.2% その他, 12.6% 老後の世話をしてくれるならば こどもに財産を残してやりたい, 21.3% 家業を継いでくれるならば こどもに財産を残してやりたい, 2.7% 財産を残すこどもがいないので 社会 公共の役に立つようにしたい,.5% 財産を当てにして働かなくなるといけないので 社会 公共の役に立つようにしたい,.2% 老後の世話をしてくれるか 家業を継ぐか等に関わらずこどもに財産を残してやりたい, 42.1% ( 注 )1. 設問には こどもが現在いない場合でも 将来の予定を考えてお答えください と記されている 2. 太い青線で囲まれた部分は 財産を残してやりたいとする回答であることを示す 遺産については 老後の世話をしてくれるか 家業を継ぐかに関わらず子供に財産を残してやりたい との回答が 42.1% と最も多い ( 図表 11) 次いで多いのは 老後の世話をしてくれるならば子供に財産を残してやりたい であるが このような条件付きも含めて 子供に財産を残してやりたい との回答は全体の 66.1% を占めている このことは 財産を残す親世代と 財産を受け継ぐ子世代の両方の資産計画において 遺産 相続が大きな役割を果たすことを示唆している また 相続は自家取得においても一定の役割を果たしている 調査対象世帯のうち 持家世帯 (73.7%) には ( 自ら購入したのではなく ) 相続または贈与を受けた持家世帯が 17.9% 含まれている 非持家世帯 (26.3%) の自家取得予定時期についても 親からの相続等によると答えた世帯が 18.1% にのぼる Ⅳ. その他 ( 資産計画 生活計画など ) 資産価格が低迷する中では 実物資産も含めた資産全体が家計の資産選択へ及ぼす影響も注目される点である この調査では 金融資産だけではなく実物資産も含めた家計全体の資産 負債バランスについても尋ねているが 意識していない 世帯が 64.7% と最も多い これは調査対象世帯のうち 借入金がない世帯が 56.2% と過半を占めていることも理由であろう 資産 負債バランスを意識している 世帯の中では バランスへの不安がある が バランスへの不安はない をやや上回っている また 過去 1 年の家計運営については 思ったより家計運営が苦しかった との回答が 57.5% を占めている 1
11 将来の生活設計については 生活設計を立てている 世帯は 36.8% である このうち 生活設計期間については 1 年先まで (2 年未満 ) が 36.3% と最も多く また 生活設計と共に将来必要となる資金を貯める運用計画まで立てている 世帯は 5.5% であった なお マイホームを取得ないし買い換える予定がある世帯では 必要資金総額の平均は 3179 万円 うち自己資金が 1272 万円となっている Ⅴ. 今回の調査からの示唆 今回の調査からの示唆をまとめると次のようになる まず 金融資産の状況であるが 家計が保有する金融資産額 は 全世帯 でも 貯蓄を保有する世帯 のみに限っても減少しており 特に退職期と資産構成見直しの時期が重なる 6 歳代で貯蓄額が減った世帯が多かった 貯蓄が減った理由には 景気や金融市場低迷の影響が反映されており 家計の資産構成では預貯金や保険の割合が高まっている なお 貯蓄を保有していない世帯は全体の約 2 割であり この比率は数年来 高止まっている 次に 金融商品や金融機関の選択については 金融商品を選択する時に最も重視されているのは 元本が保証されているから であるが 選択理由を 安全性 流動性 収益性 に大別すると 安全性 へのこだわりはやや薄れてきた一方 流動性 がより重視されるようになっている 家計の貯蓄目的が 病気や不時の災害への備え 老後の生活資金 が最も多く 特に後者 ( 老後の生活資金 ) が増加傾向にあることが このような姿勢につながっていると考えられる また 元本割れを経験する家計が増えているものの これに対して多くは自己責任であると捉えている ただし リスク商品そのものに対しては慎重な姿勢が強まっている 老後の生活や年金 遺産に対する考え方については 老後の生活への不安が高まっており 調査開始以来 最多となった 貯蓄不足や 年金 保険が不十分であることが大きな理由である 特に 世帯主年齢が 6 歳未満の世帯 では 老後の生活への不安が一層高まっている 老後の生活費の収入源としては 公的年金を挙げる人が最も多いが 公的年金 企業年金だけでは日常生活費程度もカバーできないと考える人が最も多く 別途資金が必要と考えられている 一方 子供に財産を残してやりたいと考える人は全体の約 7 割を占めており 資産計画では相続が大きな役割を果たすことが示唆されている 11
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        Ⅱ 調査結果の概要 -5- 世帯割合Ⅱ 調査結果の概要 1 貯蓄に関する現状と意識 (1) 貯蓄保有状況 1 貯蓄現在高 ( 図表 1~3) 調査対象世帯のうち 約 92% が貯蓄を保有しており 貯蓄保有世帯の平均貯蓄現在高 ( 預貯金など 金融商品の保有額 ) は 1,385 万円 ( 中央値は 800 万円 ) となっている 図表 1 貯蓄保有世帯の貯蓄現在高の分布 (%) 8 7.7 7 6.8    
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        Financial Trends 経済関連レポート 家計の金融行動に関する世論調査 (10 年 ) を読む発表日 :10 年 12 月 3 日 ( 金 ) ~ 国内株式投資への関心が後退 ~ 第一生命経済研究所経済調査部担当熊野英生 ( :03-5221-5223) 家計の貯蓄保有残高は 預貯金を中心に増加した 国内株式の人気は低下し 外貨建金融商品へと関心は移っている 貯蓄の目的では 老後の準備を考える割合が増えたが    
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        ニッセイインターネットアンケート ~ 夏のボーナス について ~ 2019 年 6 月 2 8 日日本生命保険相互会社 日本生命保険相互会社 ( 社長 : 清水博 ) は ずっともっとサービス のサンクスマイルメニューのひとつ として ホームページ (http://www.nissay.co.jp) 内の ご契約者さま専用サービス にて 夏のボーナス に関するアンケート調査を実施いたしました アンケート概要    

    
        More information 
    




    
        今を生きる「貯蓄ゼロ」世帯
    

    
        
        資産運用 投資主体 218 年 4 月 2 日全 13 頁 今を生きる 貯蓄ゼロ 世帯 世代間 世代内格差の拡大と今の生活を重視する傾向 金融調査部主任研究員土屋貴裕 [ 要約 ] 金融資産を保有しない いわゆる 貯蓄ゼロ 世帯が増えている 世代間格差として 高齢層に金融資産が偏在し 4 歳代などで年収の伸び悩みが見られる また 歳代や 7 歳以上の世帯で 金融資産の保有のばらつきが大きくなる世代内格差が拡大している可能性が指摘できる    
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        . 個人投資家の年齢層と年収 個人投資家 ( 回答者 ) の年齢層 8% 6% 28% 2~3 代 5% 2% 3% 4 代 5 代 6~64 歳 65~69 歳 7 代以上 個人投資家 ( 本調査の回答者 ) の過半数 (56%) は 6 歳以上のシニア層 昨年調査 6 歳以上の個人投資家 56%
    

    
        
        個人投資家の証券投資に関する意識調査 ( 概要 ) 9 月 5 日 日本証券業協会 調査概要 調査地域 : 日本全国 2 調査対象 : 日本全国の 2 歳以上の証券保有者 熊本県 大分県を除く 3 サンプル数 :5,( うち 回収 2,24) 4 調査方法 : 郵送調査 5 調査実施時期 : 6 月 日 ~6 月 2 日 前年調査結果との比較に当たっては 下記の通り調査概要が若干異なる点 ( 下線箇所    

    
        More information 
    




    
        1. ボーナスは定期的に支給されていますか? 年代累計で 奥さまは6 割強 ご主人は8 割強に定期支給 P.1 2. お互いに ボーナスの支給明細書 を見せていますか? あるいは お互いのボーナス支給額をご存知ですか? ボーナスの支給額を知らせる割合は 奥さま ご主人ともに微減 P.1 3. この夏
    

    
        
        主婦のボーナスに関する意識調査 ~2016 年度夏季 ~ - 平成 28 年 7 月発行 - ご回答者のプロフィール ( ご年齢 お仕事 お住まい等 ) この調査は ボーナスの支給時期にあわせ 県内 10 市にご在住のビジネスパーソン ( サラリーマン ) 家庭の主婦を対象として ボーナス受給額や使いみちなどを尋ね その意識と実態を把握するために 夏と冬の年 2 回実施しております 調査時期 : 平成    
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        セカンドライフに関するアンケート 調査結果 2005 年 9 月 多摩中央信用金庫 太平信用金庫 八王子信用金庫 目 次 Ⅰ. 調査概要 1 1. 調査目的 1 2. 調査対象 1 3. 調査方法 1 4. 調査期間 1 5. サンプル数 1 Ⅱ. 回答者属性 2 1. 性別 2 2. 年齢 2 3. 職業 3 4. お住まい 3 居住年数 4 5. 家族数 4 Ⅲ. 調査結果詳細 4 問 1. 現在のセカンドライフに満足していますか    
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        1. ボーナスは定期的に支給されていますか? 年代累計で 奥さまは6 割強 ご主人は8 割強に定期支給 P.1 2. お互いに ボーナスの支給明細書 を見せていますか? あるいは お互いのボーナス支給額をご存知ですか? ボーナスの支給額を知らせる割合は 奥さまは 7 割弱 ご主人は9 割弱 P.1
    

    
        
        主婦のボーナスに関する意識調査 ~2016 年度冬季 ~ - 平成 29 年 1 月発行 - ご回答者のプロフィール ( ご年齢 お仕事 お住まい等 ) この調査は ボーナスの支給時期にあわせ 県内 10 市にご在住のビジネスパーソン ( サラリーマン ) 家庭の主婦を対象として ボーナス受給額や使いみちなどを尋ね その意識と実態を把握するために 夏と冬の年 2 回実施しております 調査時期 : 平成    

    
        More information 
    




    
        質問 1 11 月 30 日は厚生労働省が制定した 年金の日 だとご存じですか? あなたは 毎年届く ねんきん定期便 を確認していますか? ( 回答者数 :10,442 名 ) 知っている と回答した方は 8.3% 約 9 割は 知らない と回答 毎年の ねんきん定期便 を確認している方は約 7 割
    

    
        
        平成 27 年 11 月 25 日日本生命保険相互会社 ニッセイインターネットアンケート ~11 月 : 年金の日 に関する調査結果について ~ 日本生命保険相互会社 ( 社長 : 筒井義信 ) は ずっともっとサービス のサンクスマイルメニューのひとつとして ホームページ (http://www.nissay.co.jp) 内の ご契約者さま専用サービス にて 年金の日 に関するアンケート調査を実施いたしました    

    
        More information 
    




    
        要 旨 1. 平成 のボーナスの受取予想金額全体の平均は 1.8% 41 万 2 千円 ( 昨年冬比 7 千円 ) の予想 公務員の平均は 1.6% 56 万 6 千円 民間企業に勤める会社員の平均は 3.6% 37 万 2 千円と予想 2. ボーナスの使いみちボーナスの使いみちは 貯蓄 投資 に
    

    
        
        平成 19 年 12 月鳥取銀行くらしと経営相談所 :0857-37-0220 平成 19 年 冬のボーナス 受取予想と生活実感 ~ 冬のボーナス 消費アンケート調査結果 ~ 調査要領 調 査 目 的 ボーナスの受取予想金額 使いみち 貯蓄 消費に対しての考え 実態を把握する為 毎年夏と冬に実施 調 査 対 象 鳥取県内勤労世帯の家計を主に取りしきる方 1,000 名を対象 調 査 期 間 平成 19    

    
        More information 
    




    
        図表 1　金融や貯蓄への関心
    

    
        
        図表参 -1 保有金融商品の合計額の分布状況の推移 ( 万円 ) 100 100~200 300~500 500~700 700~ 1000 1500 1500~ 2000 平均値 昭和 63 年 21.3 11.0 11.6 13.2 7.7 6.4 4.5 2.5 5.1 16.7 550.5 平成 3 年 17.9 9.7 10.9 13.9 9.4 8.4 6.3 3.2 7.1 13.2    

    
        More information 
    




    
        Chapter 1 お客様に求められる窓口担当者とは 1. 今 お客様が金融機関に求めていること 取引深耕と新規取引 家計のメイン化とは 窓口担当者に求められていること 窓口での提案型セールス ライフステージ別の提案型セールスのポ
    

    
        
        はじめに 昨今の金融業界は ネット銀行といわれる店舗展開を極力抑えたインターネットでの取引をメインとした銀行が台頭し インターネットやダイレクトバンキングなどもお客様の利用窓口として加速的に広がっています また フィンテック (Financial Technology) という 金融と情報技術 (IT) を掛け合わせることによって 最新のサービスとテクノロジーをお客様に提供しようという動きが活発になり    

    
        More information 
    




    
        平成19年6月　
    

    
        
        受取予想と生活実感 平成 20 年 12 月鳥取銀行くらしと経営相談所 :0857-37-0220 ~ 平成 のボーナス 消費アンケート調査結果 ~ 概況 鳥取県内の平成 のボーナスの受取予想金額は 回答者 1 人当たり 38 万 6 千円 ( 前年調査比 2 万 6 千円 ) となり 3 年連続で減少する見込みとなった ボーナスの使いみちは前年調査とほぼ同様であったものの 貯蓄 投資の方法では 最近の株式市況を反映して    

    
        More information 
    




    
        (3) 可処分所得の計算 可処分所得とは 家計で自由に使える手取収入のことである 給与所得者 の可処分所得は 次の計算式から求められる 給与所得者の可処分所得は 年収 ( 勤務先の給料 賞与 ) から 社会保険料と所得税 住民税を差し引いた額である なお 生命保険や火災保険などの民間保険の保険料およ
    

    
        
        第 3 章ライフプランニングの考え 法 (1) ライフプランニングのプロセスライフプランニングとは 中長期的な生活設計を行い そのために必要な資金計画を立てることである FPが行うライフプランニングの6つのプロセスは次のとおりである (2) 年代別ライフプランニングのポイント 具体的な資金計画は 個人の状況に応じて異なるが 以下は年代ごとの一 般的なライフプランニングのポイントである (3) 可処分所得の計算    

    
        More information 
    




    
        「個人投資家の証券投資に関する意識調査」の結果について
    

    
        
        個人投資家の証券投資に関する意識調査 の結果について 日証協 平 22.9.15 本協会では 平成 年度の税制改正要望に当たっての参考とするため 個人投資家約 人を対象に 個人投資家の証券投資に関する意識調査 を実施 その調査結果 ( 概要 ) を別添のとおり取りまとめた なお 調査結果の詳細については 本協会ホームページを参照 ( ) 個人投資家の証券投資に関する意識調査 平成 22 年 9 月    

    
        More information 
    




    
        おカネはどこから来てどこに行くのか―資金循環統計の読み方― 第4回 表情が変わる保険会社のお金
    

    
        
        なるほど金融 おカネはどこから来てどこに行くのか 資金循環統計の読み方 第 4 回 2013 年 11 月 6 日全 6 頁 表情が変わる保険会社のお金 金融調査部主任研究員島津洋隆 前回 日本の年金を通じてどのようにおカネが流れているのかということについて説明しました 今回は 保険会社を巡るおカネの流れについて注目します Q1 保険会社のおカネの流れはどうなっていますか A1 保険会社は加入者から預かった保険料を金融資産として運用する一方で    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D BD90AC E937E82CC837B815B B83678C8B89CA5B315D2E646F63>
    

    
        
        平成 21 年 12 月鳥取銀行くらしと経営相談所 :0857-37-0220 ~ 平成 21 年冬のボーナス 消費アンケート調査結果 ~ 受取予想と生活実感 概 況 鳥取県内における今年の冬のボーナス受取予想額 ( 回答者 1 人当たりの平均 ) は 対前年増加率 4.6 ポイントの 36 万 8 千円と 1 万 8 千円の減額予想となった ボーナスの使いみちは 貯蓄 投資 に 25.3% 買物などの消費    

    
        More information 
    




    
        ピクテ・インカム・コレクション・ファンド（毎月分配型）
    

    
        
        ファンドのポイント 主に世界の高配当利回りの資産株と世界のソブリン債券に投資します 1 特定の銘柄 国や通貨に集中せず分散投資します 毎月決算を行い 収益分配方針に基づき分配を行います 2 1 投資信託証券への投資を通じて行ないます 2 分配対象額が少額の場合には分配を行わないこともあります 主に世界の高配当利回りの資産株と世界のソブリン債券に投資します 世界各国からインカムを獲得するために 主に世界の高配当利回りの資産株とソブリン債券に投資します    

    
        More information 
    




    
        - 16 -
    

    
        
        2. 金融商品保有の実態 意向 (1) 税込み年収 (F6) (2) 保有金融商品 ( 問 1) (3) 保有金融商品の合計額 ( 問 2) (4) 有価証券の保有額 ( 問 3) (5) 月々の収入から金融商品にまわす割合 ( 問 4-a) (6) ボーナスから金融商品にまわす割合 ( 問 4-b) (7) 金融商品保有目的 ( 問 5) (8) 金融商品に対する重視点 ( 問 6) (9) 株式購入意向    

    
        More information 
    




    
        日本の富裕層は 122 万世帯、純金融資産総額は272 兆円
    

    
        
        2016 年 11 月 28 日株式会社野村総合研究所 日本の富裕層は 122 万世帯 純金融資産総額は 272 兆円 ~ いずれも 2013 年から 2015 年にかけて増加 今後富裕層の生前贈与が活発化する見込み ~ 株式会社野村総合研究所 ( 本社 : 東京都千代田区 代表取締役社長 : 此本臣吾 以下 NRI ) は このたび 2015 年の日本における純金融資産保有額別の世帯数と資産規模を    

    
        More information 
    




    
        世帯主年齢別にみると 加入 追加加入意向あり の割合は 概ね若年齢層ほど高くなって おり 30~34 歳 では 59.3% となっている ( 図表 Ⅱ-75) 図表 Ⅱ 75 今後の加入 追加加入意向 ( 世帯主年齢別 ) - 加入 追加加入意向あり の割合
    

    
        
        3 生命保険 ( 個人年金保険を含む ) の今後の加入に対する意向 今後の生命保険 ( 個人年金保険を含む ) の加入意向について 加入 追加加入意向の有無 加 入 追加加入が必要な被保険者 加入 追加加入意向のある保障内容 生命保険料控除と加入 継続意向 加入 追加加入意向のない理由等を尋ねている (1) 加入 追加加入意向の有無今後 世帯で生命保険 ( 個人年金保険を含む ) の加入 追加加入意向があるかどうかを尋ねたところ    

    
        More information 
    




    
        設問 1. 今年の冬のボーナス支給額は昨年の冬に 比べどうなると予想されますか? ~ 全体は 同じくらい の回答割合が増加 製造業は悪化 非製造業は改善 ~ 1 全体今年の冬のボーナス支給額について 昨年冬と比較して 上回る と予想する世帯割合 は 10.3%( 昨年冬比 1.3 ポイ
    

    
        
        株式会社山陰合同銀行 地域振興部産業調査グループ 2018 年冬季ボーナスアンケート調査 今冬のボーナス予想支給額は 同じくらい の回答割合が増加 ~ 製造業は悪化 非製造業は改善 ~ 2018 年冬季のボーナスについて 予想支給額 使い道などを官公庁 民間企業で勤 務する給与所得世帯を対象にアンケート調査を行いました ポイント ボーナス支給額の増減予想 ( 昨年冬比 ) 全体では 上回る が 10.3%    

    
        More information 
    




    
        目次 P. 1 調査の概要 P 年を振り返って P 年の展望 P 備えが必要 ( 経済的に不安 ) と感じること P 今 一番買いたいもの P お金の支払いをする際の決済方法 P 資産運用について
    

    
        
        生活とお金に 関するアンケート 2018 年 2 月 22 日 目次 P. 1 調査の概要 P. 2 1.2017 年を振り返って P. 5 2.2018 年の展望 P. 8 3. 備えが必要 ( 経済的に不安 ) と感じること P. 9 4. 今 一番買いたいもの P.10 5. お金の支払いをする際の決済方法 P.11 6. 資産運用について 調査の概要 (1) 調査概要 調査目的 近年 上場企業の純利益は2    

    
        More information 
    




    
        【調査結果（単純集計データ）】＜単身世帯調査＞（平成22年）
    

    
        
        調査結果 ( 単純集計データ ) ( 注 1) 回答欄に併記された計数は 断りのない限り 選択肢形式の場合は回答比率 (% 小数第 2 位四捨五入 ) 数値記入形式の場合は合計項目の回答世帯を分母とする平均値 ( 単位未満四捨五入 特に断わりのない限りゼロは含めない ) を示す 回答ゼロの項目は - で示す なお 無回答者を掲記していないため 単数回答項目についてその回答比率の合計は必ずしも 100    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D B F838F578C768C8B89CA F4390B394C5816A2E646F63>
    

    
        
        高齢者の金融資産の有効活用及び社会的責任投資等への 資金流入の可能性に関する調査 アンケート単純集計結果 - 平成 18 年 3 月 1. 調査の概要 1) 調査の時期 方法 平成 18 年 1 月 ~2 月に調査票を郵送により配布 回収 首都圏に住む 50 代 60 代の男女を対象に実施 社団法人中央調査社の保有するモニターに対して実施 2) 回収状況 配布数 3,000 回収数 1,491 回収率    

    
        More information 
    




    
        【11】ゼロからわかる『債券・金利』_1704.indd
    

    
        
        ゼロからわかる 債券 金利 1. そもそも債券ってなんだろう? 2. 債券にはどんなものがあるの? 3. 債券の利率と利回りって何が違うの? そもそも債券ってなんだろう? 債券とは 国や地方自治体 企業が不特定多数の人から資金を調達するために発行する 借用証書 のようなものです 債券を発行する国や企業などを発行体といいます 株式による資金調達とは異なり 債券の場合 発行体は利息の支払いと元本 ( 額面金額    

    
        More information 
    




    
        積立 NISA の創設 1. 改正のポイント (1) 趣旨 背景 1 家計の安定的な資産形成を支援する観点から 少額の積立 分散投資を促進するための 積立 NISA が創設される (2) 内容 1 積立 NISA は 20 歳以上の居住者等が金融機関に開設した非課税口座内に 積立 NISA 専用の累
    

    
        
        積立 NISA の創設 1. 改正のポイント (1) 趣旨 背景 1 家計の安定的な資産形成を支援する観点から 少額の積立 分散投資を促進するための 積立 NISA が創設される (2) 内容 1 積立 NISA は 20 歳以上の居住者等が金融機関に開設した非課税口座内に 積立 NISA 専用の累積投資勘定 を設定し 毎年の投資額の上限額を とし 投資対象は 一定の公募等株式投資信託 に限定される    

    
        More information 
    




    
        ECONOMY  TOPICS
    

    
        
        ECONOMY TOPICS 2014.6.25 No.427 経済トピックス 平成 26 年夏のボーナス調査 レポートの概要 平成 26 年夏のボーナス受給見込額は 平均で昨年夏を 4 千円上回る 34 万 7 千円となった 一方 ボーナスの希望額は平均で 47 万 7 千円となり 受給見込額との間に 13 万円の開きがみられた なお 今夏のボーナスの伸び ( 見込み ) は 昨年夏に比べ 良くなる    

    
        More information 
    




    
        個人投資家の証券投資に関する意識調査（結果概要）
    

    
        
        個人投資家の証券投資に関する意識調査 ( 結果概要 ) 平成 25 年 9 月 17 日日本証券業協会 調査概要 1 調査地域 : 日本全国 2 調査対象 : 歳以上の証券保有者 3 サンプル数 :2300( うち 回収 1108) 4 調査方法 : 郵送調査 5 調査実施時期 : 平成 25 年 8 月 1 日 ~8 月 12 日 Japan Securities Dealers Association.All    

    
        More information 
    




    
        質問 1 敬老の日 のプレゼントについて (1) 贈る側への質問 敬老の日 にプレゼントを贈りますか? ( 回答数 :11,202 名 ) 敬老の日にプレゼント贈る予定の方は 83.7% となり 今年度実施した父の日に関するアンケート結果を約 25% 上回る結果となった 敬老の日 父の日 贈らない
    

    
        
        平成 25 年 9 月 13 日日本生命保険相互会社 敬老の日 に関するアンケート調査結果について 日本生命保険相互会社 ( 社長 : 筒井義信 ) は ずっともっとサービス のサンクスマイルメニューのひとつとして ホームページ (http://www.nissay.co.jp ) 内の ご契約者さま専用サービス にて 敬老の日 に関するアンケート調査を実施いたしました ( 回答数 :18,069    

    
        More information 
    




    
        野村資本市場研究所｜顕著に現れた相続税制改正の影響－課税対象者は8割増、課税割合は過去最高の8％へ－（PDF）
    

    
        
        顕著に現れた相続税制改正の影響 - 課税対象者は 8 割増 課税割合は過去最高の 8% へ - 宮本佐知子 要約 1. 1 年末 国税庁から 15 年分の相続税の申告状況が公表された これは 15 年中に亡くなられた人から相続や遺贈などにより財産を取得した人についての相続税の申告状況の概要を示すものであり 15 年開始の相続税制改正の影響を把握できる速報性の高い資料として注目される 相続税は 15    

    
        More information 
    




    
        PDF化【公表】290606報告書（横計入）
    

    
        
        5 経済状況 家計の状況については 貯蓄の額は 年収 500 万円未満の階層では 25%~46% の家庭が 貯金はない と回答しています ローンや借金の有無と目的では 年収 400 万円未満の階層で 借金はない と回答する割合が他よりも多くなっている一方 生活費の不足を補うため の借金があるとの回答は 2 割を超えています また 普段の家計の状況については 母子世帯においては 35.3% が 赤字    

    
        More information 
    




    
        質問 1 企業 団体にお勤めの方への質問 あなたの職場では定年は何歳ですか?( 回答者数 :3,741 名 ) 定年は 60 歳 と回答した方が 63.9% と最も多かった 従業員数の少ない職場ほど 定年は 65 歳 70 歳 と回答した方の割合が多く シニア活用 が進んでいる 定年の年齢 < 従業
    

    
        
        ニッセイインターネットアンケート ~ セカンドライフ に関する意識調査 ~ 2018 年 9 月 1 1 日日本生命保険相互会社 日本生命保険相互会社 ( 社長 : 清水博 ) は ずっともっとサービス のサンクスマイルメニューのひとつ として ホームページ (http://www.nissay.co.jp) 内の ご契約者さま専用サービス にて セカンドライフ に関するアンケート調査を実施いたしました    

    
        More information 
    




    
        金融リテラシーと老後への準備－ライフプランの設計に必要な知識が不足している
    

    
        
        ニッセイ基礎研究所 基礎研レター 2016-03-03 金融リテラシーと老後への準備ライフプランの設計に必要な知識が不足している 金融研究部主任研究員北村智紀 (03)3512-1584 kitamura@nli-research.co.jp 1 はじめに 2004 年に公的年金の実質的な削減が決まり 老後の生活のための準備は ますます自助努力による資産形成の重要性が高まっている 老後を豊かに暮らすためには    

    
        More information 
    




    
        要 旨 1. 平成 のボーナスの受取予想金額回答者全体の平均 ( 加重平均 ) は 昨年夏と比較して 7.2 % 3 万 2 千円減少の 40 万 9 千円と予想 各年代の平均額は 20 歳代で 25 万 5 千円 ( 昨年夏比 3 万 3 千円 ) 30 歳代で 37 万 2 千円 ( 同比 3
    

    
        
        平成 19 年 6 月鳥取銀行くらしと経営相談所 :0857-37-0220 平成 のボーナス 受取予想と生活実感 ~ 夏のボーナス 消費アンケート調査結果 ~ 調査要領 調査目的 ボーナスの受取予想金額 使いみち 貯蓄 消費に対しての考え 実態を把握する為 毎年夏と冬に実施 調査対象 鳥取県内勤労世帯の家計を主に取りしきる方 1,000 名を対象 調査期間 平成 19 年 5 月 14 日 ( 月    

    
        More information 
    




    
        - 調査結果の概要 - 1. 改正高年齢者雇用安定法への対応について a. 定年を迎えた人材の雇用確保措置として 再雇用制度 導入企業は9 割超 定年を迎えた人材の雇用確保措置としては 再雇用制度 と回答した企業が90.3% となっています それに対し 勤務延長制度 と回答した企業は2.0% となっ
    

    
        
        改正高年齢者雇用安定法対応状況に関する アンケート調査結果 について 平成 25 年 12 月 13 日住友生命保険相互会社 住友生命保険相互会社 ( 代表取締役社長佐藤義雄 ) は 改正高年齢者雇用安定法対応状況に関 するアンケート調査を実施し 調査結果についての冊子を作成いたしました 平成 25 年 4 月に高年齢者雇用安定法が改正され 継続雇用を希望した労働者については全員を 65 歳まで雇用することが原則となりました    

    
        More information 
    




    
        Microsoft Word - 80_2
    

    
        
        老後のための資産形成 4 代以下に赤信号 < 要旨 > 老後の生活資金として必要な貯蓄残高を高齢世帯の平均的な家計収支データを用い て試算すると 夫婦共に健康な世帯でおよそ 2,2 万円になる 現在 3 代 ~ 代の資産形成層世帯が これまでと同じペースで貯蓄の積み増しを続 けた場合 6 代時点の予想貯蓄残高はこの 2,2 万円に届かない見込みである 不足 額は 現在 代の世帯では 13 万円程度だが    

    
        More information 
    




    
        ( 資料 3) 比較検討した住宅 (%) 注文住宅取得世帯分譲戸建住宅取得世帯分譲マンション取得世帯 中古戸建住宅取得世帯 中古マンション取得世帯 ( 資料 4) 住宅の選択理由 (%) 注文住宅取得世帯分譲戸建住宅取得世帯分譲マンション取得世帯 中古戸建住宅取得世帯 中古マンション取得世帯 ( 資
    

    
        
        リサーチ メモ 住宅市場動向調査 からみた既存住宅取得の現状 2017 年 4 月 28 日 去る 4 月 19 日 国土交通省から 平成 28 年度住宅市場動向調査報告書 が発表された 本調査は 住み替え 建て替え前後の住宅やその住宅に居住する世帯の状況及び住宅取得に係る資金調達の状況等について把握するため 国土交通省が平成 13 年度から毎年度実施している調査である 調査対象は 前年度中に住み替え等を行った者であり    

    
        More information 
    




    
        2014（平成26）年度決算 確定拠出年金実態調査 調査結果について.PDF
    

    
        
        ( 本件に関する問合せ先 ) 企業年金連合会会員センター運用 運営調査室板屋 工藤 TEL 03-5401-8712 FAX 03-5401-8727 2014( 平成 26) 年度決算確定拠出年金実態調査調査結果について 平成 28 年 6 月 2 日企業年金連合会 企業年金連合会では 確定拠出年金の運営状況について統計的に把握し 実施事業主の制度運営上の参考に供するとともに 制度の普及および発展に資することを目的に    
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        基本方針に関する取組状況
    

    
        
        1. お客さまお一人おひとりに寄り添った 課題解決に取り組みます 方針 当金庫は お客さまお一人おひとりに寄り添い 夢の実現や悩み 不安など課題解決に向けた取り組みを徹底します また お客さまの課題解決に向けた取り組みを 継続的に実践するために 職員への教育を徹底します 主な取り組み お客さまのライフステージ ライフイベントごとに発生するくらしの課題や不安を整理 共有し 課題を解決する活動を徹底します    

    
        More information 
    




    
        第3回「生活者1万人アンケート調査（金融編）」を実施
    

    
        
        2016 年 12 月 15 日株式会社野村総合研究所 第 3 回 生活者 1 万人アンケート調査 ( 金融編 ) を実施 ~FinTech の普及や新しい金融サービスの拡大には 金融リテラシーの向上が必要 ~ 株式会社野村総合研究所 ( 本社 : 東京都千代田区 代表取締役社長 : 此本臣吾 以下 NRI ) は 2016 年の 8~9 月に 全国の 18 歳 ~79 歳の男女約 1 万人 ( 有効回答    
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        <4D F736F F D A88D7393AE E A8E9192B28DB895F18D908F915F955C8E DA8E9F5F2E646F63>
    

    
        
        買物行動 貯蓄 投資に関する 消費者アンケート調査報告 平成 23 年 3 月 愛知県県民生活部県民生活課 目 次 Ⅰ 調査の概要 1 Ⅱ 調査結果 2 1 日常の買物行動について 2 (1) 日常よく利用する店舗 2 (2) 日常の買物における行動 3 (3) 商品等の購入に当たって重視すること 4 (4) 買物する際の情報収集の手段 5 (5) 小売業界への要望 6 (6) 支払い手段 7 2    

    
        More information 
    




    
        2013（平成25年度） 確定拠出年金実態調査 調査結果について.PDF
    

    
        
        ( 本件に関する問合せ先 ) 企業年金連合会会員センター運用 運営調査室板屋 工藤 TEL 03-5401-8712 FAX 03-5401-8727 2013( 平成 25 年度 ) 確定拠出年金実態調査調査結果について 平成 26 年 12 月 16 日 企業年金連合会 企業年金連合会では 確定拠出年金の運営状況について統計的に把握し 実施事業主の制度運営上の参考に供するとともに 制度の普及および発展に資することを目的に    
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        家計と景気に関する意識・実態調査報告書
    

    
        
        2010 年 2 月 わが国経済は 最悪期を脱しつつあるものの 世界同時不況が与えた痛手は大きく 円高 デフレの進行 厳しい雇用情勢など 未だ予断を許さない状況にあります そこで 経済広報センターは 全国の様々な職種 世代により構成されている当センターの 社会広聴会員 を対象に 家計と景気に関するアンケート と題して 現状の景気についての認識と 家計について アンケートを実施しました 今回の調査からは    
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        平成30年版高齢社会白書（概要版）（PDF版）
    

    
        
        第 2 節 高齢期の暮らしの動向 1 就業 所得 経済的な暮らし向きに心配ないと感じる 6 歳以上の者は 64.6% 6 歳以上の者の経済的な暮らし向きについてみると 心配ない ( 家計にゆとりがあり まったく心配なく暮らしている と 家計にあまりゆとりはないが それほど心配なく暮らしている の計 ) と感じている人の割合は全体で64.6% であり 年齢階級別にみると 年齢階層が高いほど 心配ない    
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        Microsoft PowerPoint - 平成22年度決算の概要（Ver２）
    

    
        
        平成 22 年度決算の概要 目次 1. 平成 22 年度損益の概況 ( 単体 ) 2 2. 総預金 個人預り資産の概要 ( 単体 ) 3 3. 貸出金の概要 ( 単体 ) 4 4. 信用保証協会保証付 個人向け貸出金 ( 単体 ) 5 5. 有価証券 ( 単体 ) 6 6. 利回り 自己資本比率 ( 単体 ) 7 7. 経費および経営効率 ( 単体 ) 8 8. 不良債権の状況 ( 単体 ) 9 9.    
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        1
    

    
        
        1 2 3 4 イーストスプリング インド消費関連ファンド当ファンドのリスクについて 基準価額の変動要因 投資信託は預貯金とは異なります 当ファンドは 投資信託証券への投資を通じて主に値動きのある有価証券に投資するため 当ファンドの基準価額は投資する有価証券等の値動きによる影響を受け 変動します また 外貨建資産に投資しますので 為替変動リスクもあります したがって 当ファンドは投資元本が保証されているものではなく    
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        平成28年　高齢者の経済・生活環境に関する調査結果（概要版）2/4
    

    
        
        第 2 章調査結果の概要 1. 経済的な暮らしに関する事項 (1) 経済的な暮らし向き (Q1) Q1 あなたは ご自分の現在の経済的な暮し向きについてどのようにお考えですか この中から 1 つ選んでお答えください F4 で 1 に の方は あなたと配偶者あるいはパートナーお 2 人の状況についてお答えください ( は 1 つだけ ) 1 家計にゆとりがあり まったく心配なく暮らしている 2 家計にあまりゆとりはないが    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D2095BD90AC E937890C590A789FC90B382C98AD682B782E D5F E646F63>
    

    
        
        - 所得税法上および地方税法上の生命 介護医療 個人年金の各保険料控除の最高限度額を少なくとも 5 万円および 3.5 万円とすること また 所得税法上の保険料控除の合計適用限度額を少なくとも 15 万円とすること ( 所得税法第 76 条 地方税法第 34 条 同法第 314 条の 2) 平成 23 年 12 月までの契約 平成 24 年 1 月からの契約 生命保険料控除 個人年金保険料控除 一般生命保険料控除    
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        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        ニュースリリース 2 0 1 8 年 5 月 1 8 日株式会社日本政策金融公庫 設備投資割合が調査開始以来 過去最高 ~5 年連続で設備投資割合が上昇 ~ 設備投資に関するアンケート調査結果 ( 生活衛生関係営業の景気動向等調査特別調査結果 2018 年 1~3 月期 ) 設備投資を実施した企業 2017 年 (1 月 ~12 月 ) に設備投資を実施した企業の割合は 28.1% と 前年調査を    
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        よりよい銀行づくりのためのアンケート2009年度
    

    
        
        Ⅲ. 調査結果 第 1 章. 銀行利用実態 1-1. 金融機関の口座保有状況 主利用金融機関 Q. (1) 以下の中から あなたが 現在 個人で預貯金口座をお持ちの金融機関をお知らせください ( 複数答可 ) (2) その中で あなたが最もよくお使いになる金融機関をお知らせください 銀行の口座は合計で 97.6% とほぼ全員が保有 ゆうちょ銀行 は 78.3% 最もよく利用する金融機関は 銀行 (75.%)    
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        Microsoft Word - 28概況（所得・貯蓄）（170929）（全体版・正）
    

    
        
        Ⅱ 各種世帯の所得等の状況 平成 28 年調査 の所得とは 平成 27 年 1 月 1 日から 12 月 31 日までの 1 年間の所得であり 貯蓄 借入金とは 平成 28 年 6 月末日の現在高及び残高である なお 生活意識については 平成 28 年 7 月 14 日現在の意識である 1 年次別の所得の状況 平成 27 年の 1 世帯当たり平均所得金額 ( 熊本県を除く ) は 全世帯 が 545    
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        経済学b 第1回
    

    
        
        経済学 b 第 9 回 講義について 暫定版の講義資料を できる限り 講義当日の午前 0 時までにホームページにアップするので 必要に応じてダウンロードすること URL: http://tomoinoue.web.fc2.com/index.html 補講は 1/14( 金 ) 2 時限 E-202 教室 2010/12/1 2 前回の復習 投資資本ストック資本減耗率 I = K K + dk t    
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        このジニ係数は 所得等の格差を示すときに用いられる指標であり 所得等が完全に平等に分配されている場合に比べて どれだけ分配が偏っているかを数値で示す ジニ係数は 0~1の値をとり 0 に近づくほど格差が小さく 1に近づくほど格差が大きいことを表す したがって 年間収入のジニ係数が上昇しているというこ
    

    
        
        大格差みずほインサイト 政策 2017 年 1 月 11 日 世帯の年間収入格差が拡大高齢者世帯の格差は中長期的には縮小傾向 政策調査部上席主任研究員 堀江奈保子 03-3591-1308 naoko. horie@mizuho-ri.co.jp 総務省 全国消費実態調査 によると 二人以上の世帯の年間収入格差は拡大が続いている 世帯主の年齢階級別にみると おおむね年齢の上昇とともに格差が拡大する    
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        1 口当たりの基準価額 口数 + 再投資されていない未収分配金 - 再投資されていない未収分配金に係る源泉所得税相当額 ( 注 ) - 信託財産留保額および解約手数料 ( 消費税相当額を含む ) 注 : 特別徴収されるべき都道府県民税の額に相当する金額 および復興特別所得税を含みます ( 以下同 )
    

    
        
        ViewPoint 営 金融機関で取り扱う主な商品の相続税の財産評価 坂本和則部東京室花野稔部大阪室 貯蓄から投資への流れの中で さまざまな投資運用商品を購入する高齢者の方も増えているのではないでしょうか 実際に 相続が発生したときに所有していた金融資産が 相続税の計算上どのように評価されるのかを事前に知っておくことは大切です 今回は 金融機関が取り扱う主な商品について その相続税の財産評価の方法や留意点を解説します    
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        平成13年8月29日
    

    
        
        1. ----------- 2. -------------- 3. ------- 4. --------------- 1. ------------------------------------------ 2. 4050 ---------------- 1. %---------------------- 2. -------------------------------------------------------------------    
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        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        わたしの生き方にピッタリのファンドを見つけてみよう! 乙女のお財布ファンド ( 株式型 )/( 債券型 )/( バランス型 ) Lesson1 資産運用についての考え方 投資信託はリスクを含む商品であり 運用実績は市場環境等により変動し 運用成果 ( 損益 ) はすべて投資者の皆様のものとなります 投資元本および利回りが保証された商品ではありません 投資信託説明書 ( 交付目論見書 ) のご請求 お申込は    
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        運用手段の多様化は堅実に進み 銀行界への影響は これまでのところ ほとんど見受けられない おもな商品の国内市場規模 ~2007 年度の組成額 発行額等 ~ ゆうちょ銀行の新規業務 ゆうちょ銀行の新規業務 ~2008 年 3 月末残高 3 ~~ シンジケート ローン ( 注 1) 26.1 兆円貸出債
    

    
        
        運用手段の多様化は堅実に進み 銀行界への影響は これまでのところ ほとんど見受けられない おもな商品の国内市場規模 ~2007 年度の組成額 発行額等 ~ ゆうちょ銀行の新規業務 ゆうちょ銀行の新規業務 ~2008 年 3 月末残高 3 ~~ シンジケート ローン ( 注 1) 26.1 兆円貸出債権の流動化 ( 注 2) 5.3 兆円貸出金 ( 注 3) 427 ( 3) 427 億円億円買入金銭債権    
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        【16】ゼロからわかる「世界経済の動き」_1704.indd
    

    
        
        1. 世界全体の経済規模は? 2. 主な国 地域の経済規模の動向は? 3. 世界経済の成長は? 4. 世界経済下支えのための金融政策は? 世界全体の経済規模は? 世界の名目 G D P 総額 ( 2 1 6 年末 ) は 約 7 5 兆米ドルで 2 年末時点と比較すると約 2. 2 倍になっています 世界の名目 GDP 規模とシェアの推移 ( 兆米ドル ) 8 7 6 5 約 2.2 倍 約 75    
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        【調査結果（単純集計データ）】［二人以上世帯調査］（平成30年）
    

    
        
        調査結果 ( 単純集計データ ) ( 注 ) 回答欄に併記された計数は 断りのない限り 選択肢形式の場合は回答比率 (% 小数第 2 位四捨五入 ) 数値記入形式の場合は合計項目の回答世帯を分母とする平均値 ( 単位未満四捨五入 特に断りのない限りゼロは含めない ) を示す 回答ゼロの項目は - で示す なお 無回答者を掲記していないため 単数回答項目についてその回答比率の合計は必ずしも 100 にならない    
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        格納階層一覧（うち資金循環）
    

    
        
        資金循環 (FF) 資金循環 四半期ストック金融機関 _ 証券投資信託 公社債投信 うち MMF MRF 株式投信 うち定型保証機関 確定給付型年金 確定拠出型年金 _ 非仲介型金融機関 うち金融持株会社 _ 公的専属金融機関国内非金融部門非金融法人企業 うち公的年金家計対家計民間非営利団体海外合計年金計 1/16 フロー金融機関 _ 証券投資信託 公社債投信 うち MMF MRF 株式投信 うち定型保証機関    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D2095BD90AC E937890C590A789FC90B382C98AD682B782E D5F E646F63>
    

    
        
        平成 28 年度税制改正に関する要望 平成 27 年 7 月  - 所得税法上および地方税法上の生命 介護医療 個人年金の各保険料控除の最高限度額を少なくとも 5 万円および 3.5 万円とすること また 所得税法上の保険料控除の合計適用限度額を少なくとも 15 万円とすること ( 所得税法第 76 条 地方税法第 34 条 同法第 314 条の 2) 平成 23 年 12 月までの契約 平成 24    

    
        More information 
    




    
        ディスクロージャー誌2005
    

    
        
        31 30 33 32 預金業務 定期性関連商品 家庭の銀行 として お客さまの豊かな生活 設計のお手伝いをさせていただくため さまざま 総合口座定期預金 な種類の預金商品をご用意しております 超低金 新型変動金利定期預金 する定期預金です あずけ上手 お預け入れ日から6ヵ月間の据置期間経過後はいつでもお引出 夢をお届けするため 第25回懸賞金付き定期預 成17年2月28日まで期間限定で販売し ご好評    

    
        More information 
    




    
        投資信託のとは 投資信託のは 当期に獲得した収益等を決算日に投資家に還元する仕組みで す ただし 過去に獲得した収益を積み立てたもの等からも支払うことができます 投資信託でが支払われるイメージ 投 資信 託のは 投 資信 託 投資信託のとは P3 の純資産の中から支払われます はどのように支払われる
    

    
        
        投資信託のとは 投資信託のは 当期に獲得した収益等を決算日に投資家に還元する仕組みで す ただし 過去に獲得した収益を積み立てたもの等からも支払うことができます 投資信託でが支払われるイメージ 投 資信 託のは 投 資信 託 投資信託のとは P3 の純資産の中から支払われます はどのように支払われるの P4 分 配 金 が 支 払われると 投 資信 託の純資産は減ることになり そ 投資信託の純資産    

    
        More information 
    




    
        2009年9月●日
    

    
        
        平成 27 年 9 月 16 日日本生命保険相互会社 ニッセイインターネットアンケート ~9 月 : 敬老の日と老後 相続 について ~ 日本生命保険相互会社 ( 社長 : 筒井義信 ) は ずっともっとサービス のサンクスマイル メニューのひとつとして ホームページ (http://www.nissay.co.jp) 内の ご契約者さま専用 サービス にて 敬老の日と老後 相続 に関するアンケート調査を実施いたしました    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D2095BD90AC E937890C590A789FC90B382C98AD682B782E D5F E646F63>
    

    
        
        - 所得税法上および地方税法上の生命 介護医療 個人年金の各保険料控除の最高限度額を少なくとも 5 万円および 3.5 万円とすること また 所得税法上の保険料控除の合計適用限度額を少なくとも 15 万円とすること ( 所得税法第 76 条 地方税法第 34 条 同法第 314 条の 2) 現行制度の控除限度額 平成 23 年 12 月までの契約 平成 24 年 1 月からの契約 合計控除額所得税    

    
        More information 
    




    
        【調査結果（単純集計データ）】［二人以上世帯調査］（平成29年）
    

    
        
        調査結果 ( 単純集計データ ) ( 注 ) 回答欄に併記された計数は 断りのない限り 選択肢形式の場合は回答比率 (% 小数第 2 位四捨五入 ) 数値記入形式の場合は合計項目の回答世帯を分母とする平均値 ( 単位未満四捨五入 特に断りのない限りゼロは含めない ) を示す 回答ゼロの項目は - で示す なお 無回答者を掲記していないため 単数回答項目についてその回答比率の合計は必ずしも 100 にならない    

    
        More information 
    




    
        【別添３】道内住宅ローン市場動向調査結果（概要版）[1]
    

    
        
        別添 3 平成 26 年 3 月 ( 金融機関向け調査結果 ) 道内住宅ローン市場動向調査結果 ( 概要版 ) 北海道支店 1 1 金融機関アンケート調査概要 1 調査対象 : 道内預金取扱金融機関 (34 機関 ) 及びモーゲージバンク支店等 (16 機関 ) の合計 50 機関 2 調査期間 : 平成 26 年 1 月 17 日から平成 26 年 1 月 31 日まで 3 回答数 : 46 機関    

    
        More information 
    




    
        【42】今日から使える「債券・金利」_1704.indd
    

    
        
        1. 景気 ( 物価 ) との関係は? 2. と債券価格の関係は? 3. 為替と債券価格の関係は? 4. 債券発行体の信用力はどうやったらわかるの? 5. 債券投資の注意点は? 景気 ( 物価 ) との関係は? 一般に 景気とは同じ方向に動きます 景気 景気 景気 ( 物価 ) との関係 債券の発行体にとって は資金を調達するためのコスト いわばお金の 利用料 のようなものです 基本的に は 需給関係で動きます    

    
        More information 
    




    
        PowerPoint プレゼンテーション
    

    
        
        ( 注 ) 当該データ及び数値を利用したことについて生じる結果について NRI は 一切の責任を負うものではなく また 当該データ及び数値の内容について 完全性 最新性 特定目的への適合性等 一切の保証を行いません また 利用者が 利用者の判断の主要な根拠として依拠すべきものではなく 利用者は 行おうとする取引について 必要に応じ ビジネス アドバイザー 弁護士 税理士 会計士等の専門家と相談するようお願いいたします    

    
        More information 
    




    
        houkokusyo
    

    
        
        特定口座に係る調査報告書 2011/10/18 日本証券業協会 特定口座に係る調査報告書 Cotets 1 章調査概要 2 章調査結果の概要 3 章調査結果 特定口座に係る調査報告書 1 章調査概要 1 調査概要 調査目的 調査対象 特定口座に係る個人投資者のニーズ等を把握し 今後の周知や税制改正要望に活用するため 現在 証券会社 登録金融機関等に取引口座を開設し 上場株式又は公募株式投資信託に投資したことがある全国の個人投資者    

    
        More information 
    




    
        Microsoft PowerPoint - ライフプランニング　HP公表用.ppt
    

    
        
        何から始めればいの? ライフプランニング ライフイベント表の作成 キャッシュフロー表の作成 ライフイベント表とは 夢や希望 予定などを年度毎にそのイベント名 ( 結婚 出産 育児 住宅など ) と概算費用を時系列で示してある表 将来の行動予定表 ライフイベント表 西暦 28 29 21 211 212 213 214 215 216 217 218 経過年数今年 1 年後 2 年後 3 年後 4 年後    

    
        More information 
    




    
        日本、中国、米国の貯蓄に対する意識調査：東京スター銀行
    

    
        
        News Release 2011 年 2 月 17 日 の貯蓄に対する意識調査 人の 8 割が目的なく念のために貯蓄 4 割は人生設計を考えたことがない ~3 ヵ国比較調査により 貯蓄に対する意識の違いが明らかに ~ 株式会社東京スター銀行 ( 東京都港区 代表執行役頭取 CEO ロバート エム ベラーディ ) は 1 在住の 20~40 代のビジネスパーソン 900 人 ( 各国 300 人 )    

    
        More information 
    




    
        第49回「山形県内家計の消費動向調査」結果
    

    
        
        第 49 回 山形県内家計の消費動向調査 結果 ( 平成 30 年 9 月調査 ) 消費マインドはほぼ横ばい 先行きは引き続き慎重姿勢 調査の要旨 消費指数は 54.7( 前期比 0.5 ポイント下落 ) とほぼ横ばいとなった 内訳は景気判断指数が 22.7( 前期比 2.0 ポイント下落 ) 暮らし向き判断指数が 32.0( 前期比 1.5 ポイント上昇 ) と 景気判断指数が 2 期ぶりに悪化した一方    

    
        More information 
    




    
        2016（平成28）年度決算　確定拠出年金実態調査結果（概要）.pdf
    

    
        
        ( 本件に関する問合せ先 ) 企業年金連合会会員センター企画課 DC 担当 TEL 03-5401-8712 FAX 03-5401-8727 2016( 平成 28) 年度決算 確定拠出年金実態調査結果 ( 概要 ) 平成 30 年 1 月 31 日 1. 確定拠出年金実態調査について 確定拠出年金の運営状況について統計的に把握 確定拠出年金の実施事業主の制度運営上の参考に供するとともに 制度の普及および発展に資することを目的    

    
        More information 
    




    
        「高齢者の日常生活に関する意識調査」結果（概要） 3
    

    
        
        6. 日常的楽しみに関する事項 (1) 今後取り組んでみたい活動 今後取り組んでみたい活動について 仲間と集まったり おしゃべりをすることや親しい友人 同じ趣味の人との交際 (39.1%) 旅行 (37.9%) テレビ ラジオ (33.6%) となっており 前回調査と比べると 仲間と集まったり おしゃべりをすることや親しい友人 同じ趣味の人との交際 は 15.9 ポイント上昇している Q23 あなたは    

    
        More information 
    




    
        一人暮らし高齢者に関する意識調査結果 ＜概要版＞2
    

    
        
        (5) 頼りたいと思う相手 (Q5(1)~(10)) Q5 あなたは 次の事柄について あてはまると感じる人はいますか (1) 電球の交換などの日常のちょっとした用事を頼みたい相手 頼りたいと思う相手のうち (1) 電球の交換などの日常のちょっとした用事を頼みたい相手について聞いたところ 子 ( 息子 娘 ) を挙げた者の割合が28.2% と高く 以下 近所の人 ( 7.2%) 兄弟姉妹 親戚 (6.0%)    

    
        More information 
    




    
        III 世帯属性別にみた貯蓄・負債の状況
    

    
        
        Ⅲ 世帯属性別にみた貯蓄 負債の状況 1 世帯主の年齢階級別 (1) 世帯主が40 歳未満の世帯で負債現在高は前年に比べ16.6% の増加二人以上の世帯について世帯主の年齢階級別に1 世帯当たり貯蓄現在高をみると,40 歳未満の世帯が574 万円となっているのに対し,60 歳以上の各年齢階級では2000 万円を超える貯蓄現在高となっており, 年齢階級が高くなるに従って貯蓄現在高が多い傾向にある 負債現在高をみると,40    

    
        More information 
    




    
        Microsoft Word - rp1410a(的場).docx
    

    
        
        40 50 代の老後に向けた経済的不安と就労意識 40 50 代の不安と備えに関する調査 より 上席主任研究員的場康子目次 1. はじめに 2 2. 老後生活のための準備状況 3 3. 経済的な分野で不安に思っていること 6 4. 老後の就労に対する意識 8 5. まとめ 12 要旨 1 近年の経済社会情勢の厳しい変化により 現役時代に貯蓄の積み増しができず 老後を迎えるまでに資産形成ができないままに退職を迎える人が増加する可能性がある    

    
        More information 
    




    
        リターン大2 運用商品を選ぼう 確定拠出年金は 自分で選んだ商品で運用し その運用結果によって将来の受け取り額が決まります なお 投資信託は預金とは異なり 運用の結果によっては損失が生じる可能性があります ご加入の方からの運用指図がないご資産は 未指図資産という現金相当の資産として管理されます 所定
    

    
        
        リターン大2 運用商品を選ぼう 確定拠出年金は 自分で選んだ商品で運用し その運用結果によって将来の受け取り額が決まります なお 投資信託は預金とは異なり 運用の結果によっては損失が生じる可能性があります ご加入の方からの運用指図がないご資産は 未指図資産という現金相当の資産として管理されます 所定の期間経過後 全額 みずほ DC 定期預金 (1 年 ) で運用されます POINT.1 商品を選ぶ前に    

    
        More information 
    




    
        特別勘定運用レポートをご覧いただくにあたって 当資料をご覧いただく際にご留意いただきたい事項 当資料はご契約者さま等に対し 三井住友海上プライマリー生命のえがお ひろがる 積立金自動移転特約付通貨選択一般勘定移行型変額終身保険 の特別勘定および特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の運用状況を開示す
    

    
        
        2018 年 9 月末 特別勘定運用レポート ( 特別勘定の運用状況 : 豪ドル建 ) MSPL-1702-B-0450-00 特別勘定運用レポートをご覧いただくにあたって 当資料をご覧いただく際にご留意いただきたい事項 当資料はご契約者さま等に対し 三井住友海上プライマリー生命のえがお ひろがる 積立金自動移転特約付通貨選択一般勘定移行型変額終身保険 の特別勘定および特別勘定が主たる投資対象とする投資信託の運用状況を開示するためのものであり    

    
        More information 
    




    
        ～親世代の資産に関する意識調査～：東京スター銀行
    

    
        
        News Release 2015 年 12 月 18 日 ~ 親世代の資産に関する意識調査 ~ 将来に対する不安に備えて 資産を自分達のために使おうと考える人が増加 親世代の約 9 割が 自分の資産は自分達のために使いたい 子世代の約 7 割は 親の資産をあてにしていない 株式会社東京スター銀行 ( 東京都港区 代表執行役頭取 CEO 入江優 以下 当行 ) は 55 歳 ~ 75 歳の親世代 700    

    
        More information 
    




    
        IR 活動の実施状況 IR 活動を実施している企業は 96.6% 全回答企業 1,029 社のうち IR 活動を 実施している と回答した企業は 994 社 ( 全体の 96.6%) であり 4 年連続で実施比率は 95% を超えた IR 活動の体制 IR 専任者がいる企業は約 76% 専任者数は平
    

    
        
        2014 年度 IR 活動の実態調査 結果まとまる 株式の売買高を IR 活動の効果測定指標とする企業が前回調査 (2012 年 ) から大幅に増加 一般社団法人日本 IR 協議会 ( 会長 : 隅修三東京海上ホールディングス代表取締役会長 ) は この度 第 21 回 IR 活動の実態調査 の結果をまとめました 調査は全上場会社 (3543 社 ) を 対象に 2014 年 1 月 31 日から    

    
        More information 
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        More information 
    




    
        <4D F736F F D208B4D8BE091AE938A8E9182C98AD682B782E992B28DB88CB48D D4C95F189DB816A2E646F63>
    

    
        
        Press Release 2012 年 1 月 19 日 楽天リサーチ株式会社 貴金属投資の認知度認知度は約 7 割 投資経験者投資経験者は約 1 割 - 貴金属投資投資に関するする調査 - 楽天リサーチ株式会社 ( 本社 : 東京都品川区 代表取締役社長 : 森学 以下 楽天リサーチ ) は 貴金属投資に関するインターネット調査を実施しました 今回の調査は 12 月 20 日から21 日の2 日間    

    
        More information 
    




    
        第一の変額年金フェアウェイ災害 3 割加算型変額年金保険運用状況一覧 特別勘定の運用状況一覧 (2018 年 12 月 ) ライフサイクル30 型 組入 :DIAMライフサイクル ファンドVA1( 安定型 ) 騰落率基準価額 ライ
    

    
        
        フェアウェイ 災害 3 割加算型変額年金保険 特別勘定の月次運用レポート 2018 年 12 月 特別勘定の運用状況一覧 各特別勘定の月次運用レポート 特別勘定名称 組入名称 ライフサイクル30 型 DIAMライフサイクル ファンドVA1( 安定型 ) ライフサイクル50 型 DIAMライフサイクル ファンドVA2( 安定 成長型 ) ライフサイクル70 型 DIAMライフサイクル ファンドVA3(    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D E937897FB8F4B96E291E882CC914F94BC959495AA82CC89F0939A>
    

    
        
        練習問題 1 章練習問題 1. 名目 GD 実質 GD GD デフレータに関して以下の問いに答えなさい 1-1: 1974 年の日本の名目 GD は対前年比で 20% の上昇を示したのに 実質 GD は 1% の下落であった このとき GD デフレータは対前年比で何 % 変化したか (21%) 1-2: 1997 年の日本の名目 GD は対前年比で 2% の下落を示したが GD デフレータも 4%    

    
        More information 
    




    
        <4D F736F F D2095BD90AC E937890C590A789FC90B382C98AD682B782E D5F E646F63>
    

    
        
        - 所得税法上および地方税法上の生命 介護医療 個人年金の各保険料控除の最高限度額を少なくとも 5 万円および 3.5 万円とすること また 所得税法上の保険料控除の合計適用限度額を少なくとも 15 万円とすること ( 所得税法第 76 条 地方税法第 34 条 同法第 314 条の 2) 平成 23 年 12 月までの契約 平成 24 年 1 月からの契約 生命保険料控除 個人年金保険料控除 一般生命保険料控除    

    
        More information 
    




    
        新型リバースモーゲージ利用者のアンケート結果から垣間見える、高齢者の心理：東京スター銀行
    

    
        
        参考資料 2009 年 1 月 13 日 新型リバースモーゲージ利用者のアンケート結果から垣間見える 高齢者の心理 ~ 年金や預貯金だけでは先行き不安だった利用者の実態が明らかに!~ 株式会社東京スター銀行 ( 東京都港区 : 代表執行役頭取 CEO ロバート エム ベラーディ ) は 2008 年 11 月 新型リバースモーゲージ 充実人生 をご利用いただいているお客さまを対象に 利用目的や満足度などに関するアンケートを実施しました    
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        要 約 1. 冬季ボーナスの受取予想金額 昨年冬に比べて 7.3 % 3 万 3 千円減少の 41 万 9 千円と予想 ( 全体の平均 ) 2. ボーナスの使いみち ボーナスの配分は 貯蓄 投資 に 26.4 % 買物などの消費 に 24.6 % 借金 月賦などの返済 と 毎月の家計の赤字補填 の合
    

    
        
        平成 18 年 12 月鳥取銀行くらしと経営相談所 :0857-37-0220 平成 のボーナス ~ ボーナスアンケート調査結果 ~ 調査要領 調査目的 ボーナスの受取予想金額 配分 貯蓄 消費に対しての考え 実態を把握するため 毎年夏と冬に実施 調査対象 鳥取県内勤労世帯の家計を主に取りしきる方 1,000 名を対象 調査期間 平成 18 年 11 月 6 日 ~11 月 17 日 調査方法 鳥取銀行県内各支店を通じ    
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